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1 はじめに 

 ロボットと人が行うコミュニケーションにお

いて，人がロボットに対してどのような印象

（例えば，親しみがある，積極的であるなど）

を受けるかが重要であると考えられる．また，

ロボットの外見や動作を人間に近づけることで

印象が得られることは示唆されている[1][2]．し

かし，外見や動作に人間らしさを備えなくても，

発話や対人行動など人らしさを誘発するもので

あれば，無自覚に対人的反応を引き起こされる

場合がある．本研究では，発話を用いたロボッ

トとのコミュニケーションにおいて，上記の無

自覚な対人的反応を引き起こす要因を人間らし

さ及びパーソナリティの観点から調査し，実現

する．一般的なコミュニケーションにおいて，

要因を決定し，実現することは実現及び実験が

困難であるため，状況を限定し易いしりとりを

対象とした． 

 人間らしさの観点とは，発話において親しみ

や楽しさなどの印象を対象とした見方である．

すなわち，しりとりを引き続き行うという印象

の要因が重要であると考えられる．人間らしさ

の観点において，人間同士のしりとりを調査・

分析し，無自覚な対人的反応の要因となる候補

を抽出し，ロボットに実装した．心理実験より

「言い淀み」が重要であることが明らかになっ

た[3]．第 2 章で概要を述べる． 

 また，パーソナリティの観点において，しり

とりにおけるパーソナリティは，選択する単語

に反映するものである．例えば，花が好きな人

は花の名前を主に使用するなどがある．また，

しりとりに無関係なパーソナリティ（笑うや怒

るなど）は対象としない．第 3 章でパーソナリ

ティについて詳細に述べる． 

 我々は NEC 社製のパーソナルロボット

PaPeRo (Partner-type Personal Robot)[4]を用い

て，ロボットが持つ人間らしさとパーソナリテ

ィにおいて，実際の人間の行動パターンを調査

後，ロボットへ実装し，ロボットの印象評価を

行う． 

 

 

 

 

 

2 ロボットが持つ人間らしさ 

 人間らしさの観点において，しりとりを引き続き

行うという印象の要因がどのようなものであるかを

調査する．まず実際の人間同士のしりとりを調査

し，分析を行った．結果として，単語を発言す

る前に「言い淀み」を行う頻度(62.3%)が非常に

高く，また，「発話のタイミング」も無自覚な

対人的反応の要因の候補となることが分かった．

上記の「言い淀み」をあり(62.3%)／なし，「発

話のタイミング」を操作あり（平均応答時間

2.16 秒，標準偏差 1.89 秒を正規分布に従う）／

なし（2 秒）の 4 条件で，しりとりシステムを構

築し，PaPeRo に実装した．PaPeRo の印象評価

を行うため，心理実験を行った．評価方法は，

継続性に関する質問，評価アンケートを使用し

た．「言い淀み」に関しての結果は，実験参加

者が PaPeRo に対して親近性の高い態度が作ら

れ，感情に対するコミュニケーションの評価が

高くなった．「発話のタイミング」の結果は，

評価が得られなかった．従って，PaPeRo に対し

てしりとりを引き続き行いたいと思う印象の要

因は「言い淀み」であることが明らかになった． 

 

3 ロボットが持つパーソナリティ 

 パーソナリティの観点において，パーソナリ

ティの要因を検討するため，実際の人間同士の

しりとりより，候補となる要因の検討を行った．

しりとりのパーソナリティには，自分の好きな

単語を言う，相手に合わせて単語を言う，特定

の分野だけを言う，末尾の文字を統一するなど

の様々な傾向がある．これらには，自分勝手，

優しさ，専門性，攻撃などの様々な特徴が考え

られる．これらの特徴を用いて，しりとりにお

けるパーソナリティモデルを提案する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 しりとりにおけるパーソナリティモデル 
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 パーソナリティモデルの要因を組合せること

で，しりとりにおけるパーソナリティが生成さ

れる．例えば，専門的－自己中心的－攻撃的の

組合せには，よく知る分野の自分の好きな単語

だけを言う傾向や末尾を統一して相手を困らせ

る傾向のパーソナリティが考えられる． 

 

4  システム構成 

 第 3 章で述べた候補となる要因を使用し，シ

ステムを構築した．今回，人間と対話するロボ

ットとして PaPeRo を使用するが，音声認識及

び PaPeRo への指示には android 搭載スマート

フォンを使用した．システム処理の流れを図 2

に示す． 

 
図 2 しりとりシステムの流れ 

 4-1 音声認識 

 音声認識及び PaPeRo への指示システムは，

Google 社製スマートフォン Nexus One[5]を使用

した．図 3(1)は，スマートフォンにおける音声

認識開始前の画面である．画面上部にある「認

識開始」ボタンは，実験参加者がしりとりの単

語を発話する場合に使用し，音声認識を開始す

る．音声認識後に，図 3(2)に画面が遷移する．

実験参加者が発話したい単語の場合，「OK」ボ

タンを押すと，PaPeRo が単語を返す．また，

「やり直し」ボタンは，誤認識の場合に再び音

声認識を行うことが可能となる．また，図 3(1)

下部にある「PaPeRo がもう一度発話」ボタンは，

PaPeRo が発話する単語が聞き取りづらい場合に

使用し，PaPeRo が発話した単語を再び発話する． 

  
    (1)         (2) 

図 3 スマートフォンにおける音声認識 

4-2 単語選択・発話 

 スマートフォンより単語を取得し，末尾の文

字より始まる単語を選択する．単語選択は，決

定したパーソナリティに応じて，基本語データ

ベース[6]及び各専門分野の辞書を組合せ，あら

かじめオリジナル辞書を作成しておく．作成し

た辞書より単語を選択し，第 2 章で述べた「言

い淀み」を含み，「発話のタイミング」を 2 秒

と固定した発話を PaPeRo より行う． 

 

5 まとめ 

 人間らしさの観点において，PaPeRo に対して

しりとりを引き続き行いたいと思う印象の要因

は「言い淀み」であることが明らかになった．

この要因を踏まえ，パーソナリティの観点にお

いて，無自覚な対人的反応を行う要因を検討す

る．実際の人間同士のしりとりにおいてパーソ

ナリティの候補となる要因を検討し，その要因

を PaPeRo に実装する．また，PaPeRo の印象評

価を行うため，心理実験を行う．今回は，パー

ソナリティの効用を詳細に調査するため，各分

野に精通した人を対象にして，どのような印象

を与えるかを調査し，パーソナリティにおいて

無自覚な対人的反応をする要因を調査する．  
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